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62  人口と世帯数の現況

[平成元年の人口]

平成元年10月1日現在の推計によれば,我が国の総人口は1億2,325万人で,昭和63年10月から平成元年9月
までの1年間に47万人増加したが,対前年増加率は戦後最低の3.8%となった。

人口の年齢構造の変化を人口ピラミッドに表すと,右のとおりであり,各時代の社会情勢の影響を受けた出
生と死亡の変動が明らかに刻まれている。

戦後の昭和22年から24年の第1次ベビーブーム期と,昭和46年から49年の第2次ベビーブーム期の2つのふ
くらみが特徴的であり,その後の出生数の減少でピラミッドのすそは年々狭まっている。

[増加する高齢者世帯]

我が国の平成元年の総世帯数は,3,941万7千世帯で,このうち65歳以上の者のいる世帯は1,077万4千世帯と
なっており,全体の27.3%をしめている。また,高齢者世帯も増加しており,平成元年には415万3千世帯とな
り,初めて全体の1割を超えた。

[人口動態]

我が国の人口ピラミッド(平成元年10月1日現在)

厚生白書（平成２年版）



総世帯数と高齢者世帯数の年次推移
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63  高齢化・長寿化の現況

[65歳以上人口と高齢化率]

平成元年10月1日現在,65歳以上の人口(老年人口)は1,431万人であり,総人口に占める割合は11.6%と,昭和
24年以降上昇を続けている。今後,老年人口は急速に上昇を続け,平成33年(2021年)には23.6%のピークに
達すると予測されている。

[平均寿命]

高齢化が進んだ要因として,平均寿命が大幅に延びたことと出生率が低下したことがあげられる。寿命に
ついては,昭和22年に男子50.06歳,女子53.96歳であったものが平成元年では男子75.91歳,女子81.77歳と大
幅に延びている。

[100歳以上の老人数]

高齢化につれ100歳以上の老人の数も年々増加しており,平成2年では3,298人に達している。

100歳以上人口の推移

老齢人口の推移
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平均余命の推移
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64  厚生雀予算及び社会保障給付費

[増大する社会保障給付費]

社会保障給付費とは,公的に行われる医療・年金・福祉・労災・雇用保険

等の社会保障制度の給付の総額をILO(国際労働機関)の定めた国際比較のための基準に基づいて計算した
ものである。

我が国の社会保障給付費は,高齢化の進行に伴い増加し,昭和62年には初めて40兆円を超え,昭和63年は42
兆2,777億円となっている。国民1人当たりでは34万4,300円,1世帯当たりでは,107万4,900円と,100万円を
超える給付がなされている。

社会保障給付費のうち,年金の占める割合も増大しており,昭和63年には21兆2,107億円と初めて全体の5割
を超えた。

部門別社会保障給付費の前年度との比較

[平成2年度の厚生省予算]

平成2年度の厚生省予算は,11兆5,652億円であり,一般歳出の32.7%を占めている。また,昭和57年度以来,
おおむね対前年度2%台の伸びを続けてきたが,平成2年度は6.7%と元年度の5.0%を上回る高い伸び率に
なっている。

社会保障給付費の部門別年次推移
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社会保障関係費の推移
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65  健康指標

[疾病構造の変化]

我が国の死因別死亡割合をみると,昭和25年当時は結核,脳血管疾患,肺炎・気管支炎の順であったのに対し
て,平成元年では悪性新生物,心疾患,脳血管疾患の順に高くなっている。

また,受療率(人口10万人に対する1日当たりの患者数)でみても,結核の減少と悪性新生物,心疾患,脳血管疾
患などの成人病の増加が目立っている。

[健康状態]

国民の健康状態をみると,

・「自覚症状のある者」は3,354万8千人(人口千人に対する割合は274.3)

・「通院者」は3,087万4千人(同252.4)

・「健康上め問題で日常生活に影響のある者(6歳以上)」は1,004万8千人(同88.0)

となっている。(平成元年国民生活基礎調査)

[栄養摂取の状況]

栄養素等の摂取の充足率をみると,カルシウムについては所要量を下回っているが,他の栄養素については
おおむね栄養所要量を充足している。

栄養素等摂取量と調査対象の平均栄養所要量との比較

主要傷病別受療率の年次推移
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主要死因別死亡率(人口10万対)の年次推移
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